
 

- 1 - 

 

 

附属機関等の会議録 

会議の名称 令和５年度第２回座間市市史編さん審議会 

開 催 日 時 令和６年３月２２日（金）９時３０分 ～ １２時００分 

開 催 場 所 ハーモニーホール座間 ２階 小会議室 

出 席 者 金子会長、鈴木副会長、久保田委員、守谷委員、竹田委員 

事 務 局 
教育部生涯学習課 吉野課長 

文化財担当職員２名 

会議の公開可否 ■公開 □一部公開 □非公開 傍聴者数  ０ 人 

非公開又は一部 

公開とした理由 
  

議 題 
１ 令和５年度第１回市史編さん審議会議題 事務局答申 

２ 令和５年度事業活動報告及び令和６年度事業展望等について 

資料の名称 

 

資料１ 令和５年度第１回審議会諮問事項に対する事務局答申 

資料２ 令和６年度予算要求について 

（国庫補助事業採択申請の結果報告） 

資料３ 歴史的公文書の保管・整理について 

行政管理課担当者との協議の経過報告 

資料４ 史料調査・整理について 

資料５ 企画展示について 

資料６ 刊行物編集について 

参考資料 「浜松市文化財サポーター登録制度設置要綱」 

「川崎市文化財ボランティアの登録に関する要綱」 

会議の結果 

議題１ 

 

議題２ 

 

 答申内容について審議した結果、承認。 

 

本事業の事業活動報告（年度全体）について審議した結果、承認。 

重点課題については次年度審議会にて継続審議とする 
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議事の概要（又は詳細） 

 

 

 

吉野課長 

 

金子会長 

事務局A 

 

守谷委員 

事務局A 

竹田委員 

事務局A 

鈴木副会長 

事務局A 

吉野課長 

久保田委員 

吉野課長 

久保田委員 

 

竹田委員 

事務局A 

竹田委員 

久保田委員 

 

 

事務局A 

鈴木副会長 

 

事務局A 

金子会長 

事務局A 

鈴木副会長 

守谷委員 

委嘱式 

議題１ 

（資料１を委員全員で確認） 

第２回座間市市史編さん審議会 開会挨拶 

 ・説明員（市史編さん編集員）入室許可伺い 

議長（会長）挨拶 

令和５年度第２回座間市市史編さん審議会事務局答申 

（配布資料の確認及び資料１の説明） 

・市公式HPを通じた広報活動の展望に関する質疑 

…デジタル・ミュージアムのコンテンツを作成中の旨答弁 

・民具等民俗文化財の保管・活用（一般公開）に関する質疑 

…緑ヶ丘多目的倉庫での公開に向けて準備を進める旨答弁 

  →市公民館２階展示スペースとの連携に関する質疑 

   …展示内容の変更や民具公開スペースとして整備したい旨答弁  

   …常設展示施設として引き続き活用を図っていく旨答弁補足 

 ・登録ボランティア制度の導入に関する質疑 

…浜松市等、先進事例を参考に検討を進めていく旨答弁 

→類似団体・組織（座間ふるさとガイドの会・座間市文化財調 

査員協議会）との棲み分けについて確認 

  →当該制度導入の意図・目的に関する質疑 

   …既存団体との共存を前提として制度構築を進めたい旨答弁 

  …世代交代も視野に担い手となる市民への呼びかけが必要 

  →先進的な取り組みを進める周辺自治体担当者との連携も重要 

 

議題２ 

令和６年度予算要求について（資料２）説明 

・文化庁国庫補助事業申請に関する質疑 

（該資料点数・人件費等について） 

  …文化庁主催補助事業の主旨との齟齬について答弁 

・次年度以降の補助金申請の是非に関する質疑 

 …同一メニューでの事業申請は実施しない方針である旨答弁 

・事業申請に係る人件費関連費目の構成・配分に関する質疑 

 →次回申請へ向け、先方担当者の感触を確認する必要あり（申 
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事務局B 

 

鈴木副会長 

事務局B 

久保田委員 

事務局B 

久保田委員 

鈴木副会長 

竹田委員 

 

同上 

 

 

事務局A 

鈴木副会長 

久保田委員 

 

 

 

 

鈴木副会長 

竹田委員 

久保田委員 

竹田委員 

久保田委員 

 

 

事務局B 

鈴木副会長 

事務局B 

 

事務局B 

金子会長 

請額など） 

  …本補助事業断念に至った経緯に関する答弁（調査員の雇用形 

態に関する文化庁・本事務局双方の相違点について） 

…調査団形式（またはそれに類似する形態）である旨の確認 

   …そのとおりである旨答弁 

  →周辺自治体の申請・採択状況等に関する質疑 

   …相模原市・大和市・綾瀬市等の状況について答弁 

   …情報収集を進めて今後の対応を協議する必要あり 

  →個別の史料群に絞るかたちでの調査事業立案も検討の余地あり 

  →サポーター制度等を利活用して調査事業を進めるべき（時限的 

な補助金ありきではない手法の検討） 

  →持続可能な方法を立案していく必要あり（既知の史料群の活用 

など） 

 

歴史的公文書の保管・整理について（資料３）説明 

  →本事業発足当初の将来展望について補足（公文書館の建設） 

  →自治体史編さん事業完結後の事例について補足 

  →公文書保管・公開に対する本市行政レベルでの意識改革が必要 

   （３０年レベルで立ち遅れている） 

→本審議会を通じた事務局業務のバックアップが不可欠 

→職員研修や事務局の関連機関（全史料協等）への出張研修など 

…市制施行以後の文書保存の経緯について補足説明 

 →公文書選別基準に関する質疑（所管課への委任は非現実的） 

…アーキビストの助言・指導の下に研修機会を積み重ねるべき 

  …補助事業の適用も視野に外部専門家の力を借りる必要あり 

…恒久的な解決策としてアーキビストの雇用も選択肢のひとつ 

（常勤職員が難しければ嘱託など） 

 

史料調査・整理について（資料４）説明 

・清水登美子家文書（海老名市教育委員会蔵）に関する質疑 

…座間市史資料叢書第11巻関係の史料調査である旨答弁 

 

企画展示について（資料５）説明 

 ・来場者数等の正確な統計数値に関する質疑 
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事務局B 

 

事務局B 

鈴木副会長 

同上 

 

事務局B 

久保田委員 

 

鈴木副会長 

 

 

守谷委員 

事務局A 

 

金子会長 

…配布資料残部による暫定的な把握を行っている旨答弁 

・職員常駐（または来場者の観覧補助）体制に関する質疑 

…提言を踏まえて改善手法を要検討（事前周知手法も含め） 

・市民ボランティアの参加・活用に向けた取り組みの必要性 

 ・企画展示の販促について（『目で見る座間』売上部数の確認） 

 

刊行物編集について（資料６）説明 

・『座間市史資料叢書』第１０巻の書評に関する紹介 

（『地方史研究』４２６号新刊紹介） 

 ・砂利運搬・採取事業に関する事例紹介 

 

その他 

・両面顔面把手付土器の調査・研究に関する質疑（進捗確認） 

  …令和７年度以降をめどに報告書の刊行を予定 

 

・閉会挨拶 

 

（以上） 

 


